
「¶なぜ“本州では諏訪湖にだけできるのか・・・・」

元八剋神社総代の伊藤さん（慧）

年報長野県地理に論文寄稿

氷が19字ンまで成長し木の年輪のように

見える写真（2018年2月11日・岩本敏

雄さん撮影）などを収録した論文

御
神
渡
り
の
不
思
議
に
迫
る

諏
訪
湖
の
御
神
渡
り
（
御
渡
り
）
を
独
白
に
調
査
、
探
求
す
る
、
県
地
理
学
会
員
の
伊
藤

文
夫
さ
ん
（
乃
）
＝
諏
訪
市
小
和
田
＝
は
、
年
報
長
野
県
地
理
望
号
に
、
論
文
「
〝
な
ぜ
〟

御
神
渡
り
は
本
州
で
は
諏
訪
湖
に
だ
け
で
き
る
の
か
…
～
諏
訪
湖
モ
デ
ル
へ
の
探
求
～
」

を
寄
稿
し
た
。
御
神
渡
。
が
出
現
し
た
2
9
、
8
年
、
御
麓
。
の
判
定
と
神
事
を
つ
か
さ

ど
る
八
斜
神
社
（
同
市
）
の
総
代
を
務
め
、
そ
の
時
の
研
究
録
や
総
代
仲
間
が
観
察
し
た
詳

細
な
記
録
を
基
に
、
既
存
の
研
究
論
文
、
書
物
、
新
聞
記
事
な
ど
を
資
料
と
し
て
、
ま
だ
謎

の
多
い
御
神
渡
り
の
不
思
議
に
迫
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
（
宮
坂
早
苗
）

伊
藤
さ
ん
は
社
会
科
の
教
員

だ
っ
た
1
9
8
6
年
、
内
地
留

学
制
度
を
使
っ
て
1
年
間
大
学

で
学
び
、
諏
訪
地
方
の
自
然
現

象
と
地
域
文
化
と
の
関
係
を
記

し
た
論
文
「
諏
訪
地
方
に
お
け

る
地
域
文
化
の
地
理
学
的
考

察
」
（
卯
年
発
行
）
を
ま
と
め

た
。
そ
の
後
も
先
輩
の
地
理
学

研
究
者
ら
の
刺
激
を
受
け
な
が

ら
、
同
神
社
の
総
代
任
期
中
に

行
わ
れ
た
観
察
や
拝
観
式
、
注

進
萱
口
祭
な
ど
に
関
わ
り
、
御

神
渡
り
と
向
き
合
っ
て
き
た
。

昨
年
、
一
昨
年
は
寒
波
の
到

来
な
ど
か
ら
、
「
御
神
渡
り
が

到
来
す
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
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論
文
「
〝
な
ぜ
″
御
神
渡
り

は
本
州
で
は
諏
訪
湖
に
だ
け

で
き
る
の
か
∵
」
を
年
報
長

野
県
地
理
亜
号
に
寄
稿
し
、

研
究
仲
間
と
意
見
を
交
わ
す

伊
藤
文
夫
さ
ん
㊧

期
待
を
込
め
、
湖
周
に
観
測
地

を
決
め
て
水
温
、
氷
の
で
き
方

を
調
べ
、
立
石
公
園
な
ど
高
台

か
ら
も
観
察
。
関
係
者
ら
と
情

報
交
換
も
重
ね
た
。

論
文
は
「
諏
訪
湖
の
風
土
『
御

神
渡
り
』
」
「
御
神
渡
り
研
究
に

関
わ
る
理
科
的
・
地
理
的
な
豆

知
識
」
「
2
0
1
8
年
の
御
神
渡

り
の
で
き
方
」
「
御
神
渡
り
は
諏

訪
湖
に
だ
け
で
き
る
不
思
議
な

も
の
」
の
4
章
（
1
7
票
で
構

成
。
同
市
渋
崎
の
岩
本
敏
雄
さ

ん
が
1
8
年
に
毎
日
湖
上
観
察
を

続
け
た
「
監
視
日
誌
」
、
成
長
し

た
氷
が
木
の
年
輪
の
よ
う
に
見

え
る
写
真
、
ま
た
研
究
仲
間
の

塩
原
晴
彦
さ
ん
が
撮
影
し
た
神

事
の
写
真
な
ど
を
収
録
。
こ
れ

ら
全
て
の
資
料
、
デ
ー
タ
の
出

処
元
を
明
記
し
て
い
る
。

本
州
で
凍
る
湖
は
い
く
つ
か

見
ら
れ
る
が
、
御
神
渡
り
が
見

ら
れ
る
諏
訪
湖
の
水
温
、
気

温
、
風
雨
な
ど
の
気
候
、
浅
い

湖
と
そ
の
形
状
、
流
れ
込
む
3
1

河
川
な
ど
、
諏
訪
湖
に
し
か
見

ら
れ
な
い
特
徴
に
注
目
。
「
神

様
が
近
く
に
鎮
座
し
て
い
る
」

こ
と
に
も
触
れ
、
「
な
ぜ
諏
訪

湖
だ
け
に
…
」
の
命
題
に
迫
っ

た。
伊
藤
さ
ん
は
「
温
暖
化
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
条
件
か
ら
御
神
渡

り
の
出
現
に
不
安
要
素
が
多
い

近
年
。
論
文
と
し
て
残
し
、
多

く
の
人
た
ち
に
活
用
し
て
も
ら

い
、
学
生
ら
の
研
究
の
た
た
き

台
に
し
て
も
ら
え
ば
あ
り
が
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。


